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自転車活用推進に向けたトランジション（構造転換）を加速するため，イメージ，マナー，走行空間そ

れぞれの改善がどのような人々の自転車利用の増加をもたらすかを把握するため，4都県でアンケート調

査を実施した．いずれの改善も自転車利用の増加をもたらす可能性があり，特に走行空間の安全性向上が

自転車利用増加の効果が高いことが明らかになった．属性では，20代の男女および30代の女性が全般的に，

トランジション・マネジメントの影響を受けて自転車を利用する可能性が高いが，イメージ，マナー，走

行空間それぞれの改善に対する反応は居住地，年齢，利用頻度などの属性によって異なることも明らかに

なった．トランジション・マネジメントの社会実験は，これらの影響を受けやすい属性をターゲットに実

施することが効果的である． 
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1. はじめに  

 
日本では，2016年の自転車活用推進法成立以降，自転

車活用推進計画をはじめ，自転車の利用・活用を拡大す

る政策が進められている．また，日本を含め多くの先進

国政府は，2050年かそれ以前までの温室効果ガス実質排

出ゼロ，脱炭素社会の実現を目指すことを表明しており，

その一環で，自家用車から自転車や公共交通機関の転換

を促す政策が，特に都市部で積極的に採用されている． 

しかし現実には，世界中の多くの都市が第二次大戦以

降，自動車交通を中心に据えた社会基盤整備を推進した

ため，自転車の活用を推進をしようにも，それを支える

走行環境，駐輪場などのインフラストラクチャーが不足

している問題が，多く見られる．また，物理的なハード

ウェアだけでなく，自動車交通を前提に改良が施されて

きた道路法（道路構造令）・道路交通法および関連法制

度や，買い物・通院などの日常生活における「慣れ」や

物流における商慣行といった明文化されていない習慣な

どの，いわゆるソフトウェアについても，自家用車から

自転車等への転換を遅らせる要因となっている． 

よって，自転車活用推進法が掲げるように，環境負荷

低減，災害対応，健康の増進等を実現するため，自転車

の活用を大幅に推進するためには，ハードウェア，ソフ

トウェアの両面から，トランジション（構造転換，トラ

ンスフォーメーション）を図る必要がある．気候変動に

対応する環境政策の研究では，このような本質的なトラ

ンジションの必要性および方法論が昨今，特に注目され

ているが，自転車活用推進政策の研究でも同様に，トラ

ンジションについてより積極的な議論が必要だろう． 

筆者らは，2019年度より石川県金沢市をフィールドに，

自転車活用推進のためのトランジションを加速する可能

性を検証する，「トランジション・マネジメント」手法

の社会実験を行っている1)． 

この手法は，主にオランダの都市部における環境政策

を中心に10年以上実践されてきた．具体的には，数十年

後における持続可能な都市・社会の姿を検討し，その姿

からの逆算でトランジションの道筋を考えたうえで，ト

ランジションを誘発し加速するための小規模な社会実験

が実践される．これらの作業は，持続可能な都市・社会

の姿をすでに実現しようとしているフロントランナー

（先駆者）と呼ばれる個人の集団である「トランジショ

ン・アリーナ」によって進められる． 
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金沢市における自転車活用推進のためのトランジショ

ン・マネジメントでは，2019年11月から2020年1月にか

けて3回のワークショップ会合を開催し，計13名のフロ

ントランナーの参加を得て，2030年の金沢市中心部にお

ける持続可能な自転車活用の姿を議論した．議論の結果，

以下の３つの姿が抽出された． 

1) 【イメージ】イケてる自転車乗り：自転車に乗るこ

とはカッコいいことだと市民が認識していて，さらに乗

車中の服装などを含めてファッションの要素として自転

車が取り入れられている状態 

2) 【マナー】ナイスな自転車乗り：自転車に乗る人が

車道左側通行原則などの交通ルールを守るだけでなく，

積極的に道をゆずるなどマナーがよく，ドライバー等と

も良好なコミュニケーションがとれている状態 

3) 【走行空間】快適な自転車走行空間：中心市街地の

裏道が自転車のための道路として活用され，郊外からの

通勤・通学ルートが整備され，公共交通機関との連携が

できている状態 

では，これらの姿を実現することで，自転車活用推進

に向けたトランジションが加速し，自転車利用者が増え

るのだろうか．また，トランジション・マネジメントに

おいてアーリー・アダプターと呼ばれる，自転車利用に

転換しやすいのはどのような人々であろうか． 

これらの疑問に答えるため，インターネット調査会社

のモニターを利用したアンケート調査を実施した．本発

表では，アンケート調査の結果と分析を報告する． 

 

 

2. 調査の方法 
 

本調査では，楽天インサイト社に登録したモニター計

1,000名を対象に，自転車の利用，現状認識，トランジ

ションによる自転車利用の増加可能性について聴取した．

対象地域は，地方として，自転車利用にとって降雪等気

候条件の厳しい石川県，厳しくない徳島県，また首都圏

で郊外部の埼玉県，そして東京23区とした．回答者は，

各都県からそれぞれ250名ずつ，性・年齢（20代～60代

の5階層）が均等に分布するように収集した．調査実施

期間は2021年1月27日～29日の3日間である． 

設問は，3つの姿に関連して，現状認識と自転車利用

増加の可能性について聴取した．また，属性として，自

転車利用頻度，自転車で走行する場所（歩道か車道か），

SDGsの認知について聴取したほか，性別・年齢・居住

地についてはモニター登録者の属性として把握している．

これらの属性情報を用いて，3つの姿に関連する設問へ

の回答とクロス集計することで，自転車利用を特に増や

す可能性のある人々を特定する． 

 

3. 調査結果 

 
(1) 単純集計 

現状認識に関する設問と回答を図-1に示す．イメージ

については，自転車という移動手段そのものについては

大半の人が特にかっこいい，悪いとも思っていないが，

ファッション性の高い自転車については魅力的に感じる

人が過半数近くいる．またマナーについては，自転車利

用者の性格そのものについては特に印象はないが，運転

マナーについては「まぁまぁ悪い」と「かなり悪い」で

Q10.近年、海外製の⾃転⾞や、デザインに凝った⾃転⾞など、ファッション性の
⾼い⾃転⾞が増えています。このような⾃転⾞について、あなたは、どのように思
いますか。 

Q9.あなたは、⾃転⾞という移動⼿段について、どのような印象を持っています
か。 

17.5 69.5 7.3
2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100% とてもかっこいい
かっこいい
どちらでもない
かっこ悪い
かなりかっこ悪い
わからない

9.6 37.2 32.2 8.06.66.4

0% 20% 40% 60% 80% 100% かなり魅⼒的である
まぁまぁ魅⼒的である
どちらでもない
あまり魅⼒的ではない
まったく魅⼒的ではない
わからない

Q11. あなたは、「⾃転⾞に乗っている⼈たちは、⾃転⾞の運転マナーがよい」と
思いますか。 

9.4 28.4 34.7 21.9 4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100% とてもよい
まぁまぁよい
どちらでもない
まぁまぁ悪い
かなり悪い
わからない

Q12.あなたは、「⾃転⾞に乗っている⼈たちは、性格がよい」と思いますか。

7.5 64.2 9.3 12.55.1

0% 20% 40% 60% 80% 100% とてもよい
まぁまぁよい
どちらでもない
まぁまぁ悪い
かなり悪い
わからない

Q13. あなたは、「⾃転⾞が⾛っている道路は、⾃転⾞・歩⾏者などにとって安
全だ」と思いますか。 

8.9 22.0 39.9 22.3 5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100% かなり安全である
まぁまぁ安全である
どちらでもない
まぁまぁ危険である
かなり危険である
わからない

Q15. より多くの⼈々に、より多くの機会で⾃転⾞を利⽤してもらううえで、妨げ
になっているとあなたが思う項⽬を3つまで、選んでください。 

37.5
10.8

19.4
29.7

58.8
38.1

32.9
6.5

0% 20% 40% 60%

⾃動⾞優先のクルマ社会
⾃動⾞の抜け道利⽤

⾃動⾞の交通量の増加
⾃転⾞に関する教育の不⾜

安全に⾛⾏できる空間の不⾜
駐輪場の不⾜

降⾬、天候不良
その他

図-1 現状認識に関する回答 
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過半数を超えており，印象が悪いことがわかる．走行空

間については「まぁまぁ危険」と「かなり危険」を合わ

せると60%を超え，安全ではないという認識が広く共有

されているといえよう．また，自転車利用の阻害要因に

関する設問でも，安全に走行できる空間の不足を挙げた

回答者58.8%と最も多い． 

また，3つの姿による自転車利用増加の可能性につい

ての設問（図-2）についてみると，いずれも増えると思

うという回答が多く，金沢市で行ったトランジション・

マネジメントの取り組みで特定された3つの姿の実現は

いずれも，トランジションの効果が期待できることが明

らかとなった．特に，イメージやマナーに比べて，走行

空間の改善により自転車利用が増えるという回答者の割

合が高く，自転車活用推進に向けたトランジションには，

走行空間の改善が最も有効な施策であることを示唆して

いるといえよう． 

最後に，回答者の自転車利用等に関する属性（図-3）

についてみてみると，63.8%が「ほとんど（まったく）

利用しない」を選択している．また，週に１日程度以上

利用すると回答した者（n=362）を対象に，画像（国道

11号・徳島県徳島市南常三島町）を示して通行箇所を聞

いたところ，約6割が歩道，約4割が車道を選択した．ま

た，SDGsの認知についても確認したところ，58.6%が聞

いたことがあると回答し，朝日新聞社によるSDGs認知

度調査結果の32.9%(2020年2月)に比べ高い数字となった． 

 
(2) クロス集計 

3つの姿に関する設問のうち，属性によって特に回答

の違いが見られた設問について，以下説明する（図-4）．

まず，ファッション性の高い自転車については，週4日

以上自転車を利用している回答者が，それ以外の回答者

に比べて特に魅力的に感じている傾向が見られる．日常

的に利用するからこそ，ファッション性の高さに魅力を

感じるものと考えらえる． 

Q5.あなたは、おおよそどれくらいの頻度で⾃転⾞（シェアサイクル、レンタルサイ
クル含む）を利⽤しますか。 

15.6 8.0 12.6 63.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
週4⽇以上利⽤する

週に2⽇から3⽇利⽤する

週に1⽇程度利⽤する

ほとんど（まったく）利⽤しない

Q8. あなたは、写真の道路で⾃転⾞に乗るとしたら、どの場所を主に⾛ると思い
ますか。あなたの考えに最も近い場所を、A、B、C のなかから、⼀つ選んでくださ
い。なお、⾃転⾞歩道通⾏可の標識は掲げられていません。 

 

12.7 47.0 40.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A B C

Q1.あなたはSDGsという⾔葉を聞いたことがありますか。 

58.6 41.4

0% 20% 40% 60% 80% 100% 聞いたことがある
聞いたことはない

図-3 回答者の自転車利用等属性 

19.9

7.7

35.9

37.4

23.7

33.8

10.3

7.6

6.4

6.6

3.8

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週4⽇以上

週3⽇以下

かなり魅⼒的である
まぁまぁ魅⼒的である
どちらでもない
あまり魅⼒的ではない
まったく魅⼒的ではない
わからない

Q10.近年、海外製の⾃転⾞や、デザインに凝った⾃転⾞など、ファッション性の⾼
い⾃転⾞が増えています。このような⾃転⾞について、あなたは、どのように思いま
すか。 

Q11.あなたは、「⾃転⾞に乗っている⼈たちは、⾃転⾞の運転マナーがよい」と思
いますか。 

Q13.あなたは、「⾃転⾞が⾛っている道路は、⾃転⾞・歩⾏者などにとって安全
だ」と思いますか。 

図-4 属性別の現状認識 

11.8

7.0

11.2

6.8

14.4

7.9

13.9

13.7

30.4

26.4

31.0

24.5

31.4

27.5

30.6

29.5

34.2

35.2

34.7

34.8

33.9

34.9

34.7

32.9

16.4

27.4

16.7

29.8

12.7

24.7

13.9

20.5

6.2

2.6

5.0

3.5

4.2

4.5

3.7

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地⽅

⾸都圏

20-40

50-60

週2⽇以上

週1⽇以下

歩道

⾞道

とてもよい
まぁまぁよい
どちらでもない
まぁまぁ悪い
かなり悪い
わからない

10.4

7.4

10.2

7.0

15.3

6.9

14.4

16.4

23.0

21.0

24.5

18.3

22.5

21.9

22.7

24.0

39.4

40.4

37.8

43.0

41.9

39.3

44.0

35.6

19.0

25.6

18.8

27.5

11.4

25.7

12.0

17.8

6.8

3.8

6.8

3.0

4.2

5.6

2.8

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地⽅

⾸都圏

20-40

50-60

週2⽇以上

週1⽇以下

歩道

⾞道

かなり安全である
まぁまぁ安全である
どちらでもない
まぁまぁ危険である
かなり危険である
わからない

図-2 自転車利用増加可能性に関する回答 

6.0

8.2

17.2

25.9

30.2

34.3

55.5

49.9

35.5 3.2

10.9

9.3

9.0

かなり増え
ると思う

少し増え
ると思う

いまと変わら
ないと思う

少し減る
と思う

かなり減る
と思う わからない

⾃転⾞に乗ることが、これまで以上に「かっこいい」ものになったとしたら、あなた
は、⾃転⾞に乗る頻度が増えますか

⾃転⾞に乗っている⼈たちのマナーや雰囲気が、これまで以上に魅⼒的なものに
なったとしたら、あなたは、⾃転⾞に乗る頻度が増えますか

⾃転⾞で⾛る道路が、これまで以上に安全になったとしたら、あなたは、⾃転⾞
に乗る頻度が増えますか
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属性別の運転マナーや走行区間についての現状認識に

ついては，同様の傾向が見られた．首都圏（埼玉県，東

京23区）在住，50～60代，週1回以下の自転車利用，そ

して車道を走行する回答者のほうが，自転車の運転マナ

ーは一般的にかなり悪く，そしては走行空間はかなり危

険だと認識している．利用頻度が少ない回答者のほうが

マナーや安全性に対して批判的な認識をしているのは，

そのような認識をしているからこそ自転車に乗らないと

いう見方もできる． 

また，図には示さないが，自転車利用の阻害要因に関

する設問(Q15)については，「駐輪場の不足」を選択し

た回答者が首都圏では49.0%であったのに対し，地方部

では27.2％と大きな違いが出た．また石川県の回答者の

うち，42.8%が「降雨・天候不良」を選択（他地域は

29.6%），50.8%が「安全に走行できる空間の不足」を選

択（他地域は61.5%）した点が特徴的であった． 

属性別に，3つの姿の実現による自転車利用増加可能

性の回答を比較したところ，いくつかの特徴が見られた

（図-5）．まず，いずれの姿についても，20代の男性お

よび20～30代の女性が，自転車利用を増やす可能性を比

較的強く示している．若年層のほうが日常生活や通勤等

における交通手段選択の柔軟性が高いことがその理由等

して考えられ，トランジション・マネジメントの訴求対

象として，この層を狙うことが有効だと考えられる．ま

た，SDGsを認識している回答者のほうが，していない

回答者よりも高い利用可能性を示している． 

イメージの改善による自転車利用増加の可能性につい

ては，利用頻度が週1～3日程度の回答者，車道を通行す

る回答者のほうがより高い割合で，利用が増えると回答

している．毎日のように利用している者にとって，イメ

ージが改善したからといって利用頻度がいま以上に増え

ることはないのだろう．また車道を通行する者のほうが

より高性能の自転車を求める傾向があると推測すると，

イメージの影響を受けやすい層と言えるのかもしれない． 

マナーについては，東京23区在住の回答者，利用頻度

が週1～3日程度の回答者，そして歩道を通行する回答者

のほうがより高い割合で，利用増加可能性を示している．

東京23区は人口稠密であることから，自転車同士の接触

リスクも高く，マナーの影響が大きく出ると考えられる．

また，イメージとは逆に，マナーについては歩道を通行

する回答者のほうが影響を受ける点は注目に値する．歩

道の走行で，歩行者や他の自転車とのトラブルになりや

すいことから，マナーが特に気になるものと推測される． 

走行空間の改善については，首都圏の回答者，30代女

性および50～60代の回答者，利用頻度が週4日以上の回

答者，そして車道を走行する回答者が，特に高い利用増

加可能性を示している．30代の女性の29.0%が「かなり

増えると思う」と回答しているが，これは子供の送迎で
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⾃転⾞で⾛る道路が、これまで以上に安全になったとしたら 

図-5 属性別の自転車利用増加可能性に関する回答 
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チャイルドシートつきの自転車を日常的に利用している

ことが影響していると推測される．50～60代の回答者の

反応の強さは，高齢化により自転車の走行に不安を覚え

るためと考えられる．また，利用頻度が週4日以上の回

答者は他の2つの姿と比べて特に走行空間に強い反応を

示しており，毎日利用するからこそ安全性に強い関心が

あると推測される． 

 

 

4. 結論 
 

本研究は4都県におけるアンケート調査により，石川

県金沢市のワークショップの結果抽出された3つの姿の

実現が自転車活用のトランジションをもたらす可能性，

そして特にトランジションの早い段階で積極的に自転車

を活用する可能性がある人々の属性を捕捉した． 

イメージ，マナー，走行空間いずれの改善も，自転車

に乗る可能性が増えることが確認された．ただし，これ

らは表明選好であり顕示選好ではないため，本当に自転

車の利用が増えるかどうかは社会実験等を通じて確認す

る必要がある． 

積極的に自転車を活用する可能性が特に高い年齢層・

性別は，２０代の男・女，３０代の女性であった．移動

手段（居住地）の選択においてまだ選択の余地が多いこ

れらの世代をターゲットにしたトランジション・マネジ

メントが求められることが明らかになった．また，

SDGsを認知しているほうが自転車活用の可能性が高く，

環境への関心が影響することも明らかになった． 

また，3つの姿についてみると，イメージの改善に特

に反応するのは，週1～3回程度自転車を利用し，さらに

車道を走行する人々であった．マナーの改善に反応する

のは，週1～3回程度自転車を利用する人で同じであるが，

歩道を走行する人々であった．また東京23区在住者の反

応がよく，混雑した街路・歩道などでの自転車利用のマ

ナー改善が自転車活用推進につながると考えられる． 

最後に，走行空間の安全性改善については，他の2つ

の姿に比べて高い自転車利用増加可能性を示しており，

トランジション・マネジメントでは走行空間の取り組み

が最重要であることが明らかになった．また，首都圏在

住者，週4回以上自転車を利用する人の反応がよかった

ほか，年代別で見ると，子育て層が想定される30代女性

の反応が極めてよく，50代以上の層も高い利用増加可能

性を示した． 

本研究は，アンケート調査であることから，社会実験

が人々の交通手段選択に実際に影響をもたらすかどうか

は確認できていない．今後，社会実験による実証が必要

である．しかし，自転車活用推進に向けたトランジショ

ン・マネジメントにおいて特にターゲットとすべき人々

の姿が見えてきたことから，社会実験の計画立案におい

ても，これらの人々を念頭に置くことで，より効果の高

いトランジション・マネジメントが実現できると考えら

れる． 
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INTERNET SURVEY IN FOUR PREFECTURES ON TRANSITION 
MANAGEMENT FOR AN INCREASED USE OF BICYCLE  

 
Masahiro MATSUURA, Kaho MAKIO and Hideo YAMANAKA 

 
In order to accelerate the transition (transformation) for an increased use of bicycles, a questionnaire 

survey was conducted in four prefectures in order to understand the characteristics of individuals who will 
be induced to ride more by improving the public image of bicycle, the discipline of riders, and and the bi-
cycle riding environment. All three kinds of improvement may lead to an increase in bicycle use, but im-
proving the the safety of riding environment is particularly effective in increasing bicycle use. Males and 
females in twenties, and females in their twenties are generally more likely be influenced by transition 
management.  Its effect on bicycle ridership differs by regions, age, and the frequency of use.  Transition 
experiments should be targeted at these individuals who are more likely to be affected. 
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